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地域中高年者における聴力障害の評価と社会的支援

I．「きこえの不自由さ」と社会参加および自覚的健康度との関連
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目的　地域の中高年者における聴力障害の実態と，きこえの不自由さが自覚的健康度や社会生活

への参加に及ぼす影響について明らかにし，社会的支援の手がかりをつかむことを目的とし

て基礎的調査を実施した。

方法　熊本県阿蘇郡蘇陽町を調査フィールドとし，基本健康診査の受診対象者2,199人を調査対

象とした。耳のきこえ，補聴器，耳鳴り，ならびに，社会生活に関する8項目の設問からな

る自記式質問紙による調査を，基本健康診査にあわせて実施した。

結果　耳のきこえと社会参加に関する自記式質問紙に回答した2,075人を解析の対象とし，以下

の結果を得た。

　1.　耳のきこえに不自由を感じている者は，40代では男1人（0.6％），女なし，50代では

男7人（3.9％），女7人（2.8％），60代では男26人（8.2％），女16人（4.2％），70歳以上で

は男42人（17.5％），女37人（11.1％）で，年齢とともに耳のきこえに不自由を感じる者の

割合が顕著に高くなる傾向が認められる。どの年齢階級においても，男が女よりも高率であ

った。

　2.　補聴器を使用している者は，男38人，女32人，計70人であった。使用率は，40代男

0.6％，女0.0％，50代男1.1％，女1.2％，60代男3.2％，女1.6％，70歳以上では男10.4％，女

6.9％であった。

　3.　行事への参加と耳のきこえとの関係を多重ロジスティック分析により検討したとこ

ろ，耳のきこえが「かなり不自由」，あるいは，「非常に不自由」とする群においてオッズ比

の有意な上昇が認められ，社会参加が阻害されていることが示唆された。

　4.　耳のきこえと自覚的健康度との関係を多重ロジスティック分析により検討したとこ

ろ，耳が不自由とする群において，オッズ比の有意な上昇が認められ，きこえが不自由な者

では，「自覚的健康度」の低いものが多いことが示された。

結論　家庭，職場，地域において，目に見えない障害としての聴力障害に対する理解を深め，良

好なコミュニケーションを確保するための，ソフト・ハードの両面における環境整備が必要

と考えられる。
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